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第一工業大学　４年
自然環境工学科

野間　雄人 さん

　
県
内
の
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
内
定
を
い
た
だ

い
た
。
そ
も
そ
も
私
は
土

木
関
係
の
仕
事
に
就
く
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　
高
校
は
機
械
系
で
土
木

と
は
無
縁
だ
っ
た
が
、

「
土
木
で
も
学
ん
で
み
よ

う
か
」
と
第
一
工
業
大
学

に
入
学
。
卒
業
後
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ

「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
話
が
あ
り
、
参
加
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
活
動
の
テ
ー
マ
は
、
過

疎
化
が
進
む
「
地
域
の
魅

力
を
人
々
に
ど
の
よ
う
に

伝
え
、
活
性
に
つ
な
げ
る

か
」
。
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
土
地
で
多
く
の
方
と
関

わ
り
、
そ
の
地
域
の
魅
力

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
土
木
と
無
関
係
か
と
思

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、

実
は
そ
う
で
は
な
い
。
昔

の
人
が
造
っ
た
構
造
物
が

そ
の
地
域
で
は
「
今
も
生

か
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
」

と
知
っ
た
。

　
変
化
を
続
け
る
土
木
業

界
。
「
新
し
い
も
の
を
つ

く
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

地
域
に
生
き
続
け
る
構
造

物
を
今
後
も
ど
の
よ
う
に

残
せ
る
の
か
」
が
大
き
な

課
題
だ
と
思
う
。
残
す
に

は
、
そ
の
地
域
を
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
は
霧
島
が
好
き
だ
。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
で

今
後
も
生
き
て
い
き
た
い
。

一
方
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
じ
て
「
地
域

を
知
っ
て
寄
り
添
う
こ
と
」

が
大
事
と
気
付
か
さ
れ
た
。

　
霧
島
、
さ
ら
に
は
鹿
児

島
を
も
っ
と
知
り
、
地
域

に
根
付
く
技
術
者
に
な
り

た
い
。
こ
れ
か
ら
先
、
大

学
４
年
間
で
学
ん
だ
知
識
、

経
験
を
生
か
し
、
鹿
児
島

に
住
む
人
々
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
。

森園　健六さん

６人全員で修了証書を手にした＝鹿児島市の県建設
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小田原建設が整地した敷地で行われ

た＝出水市の旧大川内小学校跡地
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寄
贈
品
を
手
に
写
真
に
納
ま
る
生

徒
ら
＝
鹿
児
島
市
の
同
校

　
出
水
市
の
大
川
内
小
学
校

（
三
原
一
樹
校
長
）
で
こ
の

ほ
ど
、
森
林
・
林
業
体
験
学

習
が
あ
っ
た
。
全
児
童

人

や
保
護
者
ら
約

人
が
参
加

し
、
木
工
体
験
や
植
樹
な
ど

に
よ
り
、
森
林
の
大
切
さ
や

木
材
の
良
さ
を
学
ん
だ
。

　
同
校
で
は
、

緑
の
大
切
さ

を
通
し
て
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

よ
う
と
、
３
年
前
か
ら
旧
小

学
校
跡
地
で
の
植
樹
を
計
画
。

し
か
し
、
現
敷
地
（
大
川
内

中
学
校
跡
地
）
に
移
転
し
て

か
ら
約

年
が
経
過
。
地
元

の
小
田
原
建
設
（
小
田
原
光

二
社
長
）
が
、
維
持
管
理
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
荒
地
を
重

機
費
用
の
み
で
整
地
に
協
力

し
た
。

　
体
育
館
で
行
わ
れ
た
木
工

体
験
で
は
、
県
北
薩
地
域
振

興
局
林
務
水
産
課
の
久
保
慎

也
森
林
総
合
監
理
士
が
木
製

時
計
づ
く
り
で
利
用
す
る
地

元
産
の
ス
ギ
材
等
を
説
明
。

ま
た
、
植
樹
で
は
植
え
る
だ

け
で
な
く
、
成
長
し
た
実
を

食
べ
る
こ
と
で
、
植
林
の
楽

し
さ
や
循
環
す
る
森
林
の
役

割
な
ど
を
伝
え
る
た
め
に
ブ

ル
ベ
リ
ー
を
選
択
。
親
子
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。

　
６
年
生
の
西
牟
田
桃
花
さ

ん
は
「
実
っ
た
ら
み
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
た
。
三
原
校
長
は
「
学
校

運
営
も
地
域
や
企
業
と
の
つ

な
が
り
が
重
要
。
業
務
改
善

を
進
め
る
上
で
は
、
地
元
建

設
業
の
地
域
貢
献
は
あ
り
が

た
い
。
建
設
業
と
の
つ
な
が

り
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
」

と
話
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
防
止
の
た
め
、

日

に
は
地
域
と
と
も
に
植
樹
等

を
行
っ
た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

は

本
、
シ
イ
や
カ
シ
等


本
を
合
わ
せ
て
用
意
し
た
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
建
設
業
振
興
基
金
と
県
建

設
業
協
会
（
藤
田
護
会
長
）

が
連
携
し
て
行
う
「
建
設
労

働
者
育
成
支
援
事
業
」
の
２

０
２
０
年
度
第
１
回
建
築
仕

上
げ
系
コ
ー
ス
の
修
了
式
が

鹿
児
島
市
の
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
修
了
証

書
を
手
に
し
た
６
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
業
人
生
に
向
け

て
新
た
な
道
を
歩
み
始
め
る
。

　
訓
練
は
、
１
月

日
か
ら

約
１
カ
月
に
わ
た
り
実
施
。

基
本
的
な
座
学
・
実
習
を
通

し
て
軽
天
な
ど
六
つ
の
職
種

に
理
解
を
深
め
た
ほ
か
、
玉

掛
け
技
能
な
ど
の
資
格
を
取

得
し
た
。

　
式
で
は
、
建
協
の
安
藤
司

専
務
理
事
が
「
６
人
全
員
そ

ろ
っ
て
き
ょ
う
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く

思
う
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
る
」
と

挨
拶
。
講
師
の
派
遣
に
協
力

し
た
各
団
体
長
ら
は
、
「
今

回
で
経
験
し
た
業
界
の
面
白

さ
に
少
し
で
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
」
「
こ
の
仕

事
で
人
生
を
全
う
す
る
と
い

う
覚
悟
を
持
っ
て
就
職
し
て

き
て
ほ
し
い
」
と
言
葉
を

送
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
日
は
就
職

支
援
を
目
的
と
し
た
合
同

企
業
面
談
会
も
開
催
。
各
団

体
の
代
表
ら
は
、
業
務
内
容

や
福
利
厚
生
な
ど
を
説
明
し

た
。

　　講師派遣団体は次の通り。

　県防水工事業協同組合（山﨑洋理事長）

　県タイル工業協同組合（森山隆治理事長）

　県左官業協同組合（瀬戸順一理事長）

　日本塗装工業会県支部（市坪孝志支部長）

　県室内装飾事業協同組合（月野暎史理事長）

　全国建設室内工事業協会鹿児島支部（中村　

　利夫支部長）
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そ
れ
ぞ
れ
応
募
動
機
が
異

る
６
人
だ
っ
た
が
、
建
築
仕

上
げ
を
学
び
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
一
つ
だ
っ
た
。
こ
こ

で
築
い
た
縁
を
大
切
に
し
、

学
ん
だ
こ
と
や
各
資
格
を
こ

れ
か
ら
の
職
業
人
生
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
桜
島
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ

植
樹
祭
実
行
委
員
会
（
地
福

俊
幸
委
員
長
）
は

日
午
前


時
か
ら
、
鹿
児
島
市
の
桜

島
赤
水
採
石
場
跡
地
で
第


回
桜
島
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ

植
樹
祭
を
開
く
。
後
援
は
、

九
州
地
方
整
備
局
大
隅
河
川

国
道
事
務
所
な
ど
。

　
植
栽
体
験
を
通
し
て
、
森

林
の
役
割
や
地
球
環
境
に
つ

い
て
関
心
・
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
目
的
。
当
日
は
、
関

係
者
や
県
内
小
・
中
学
校
の

生
徒
な
ど
約

人
が
参
加
予

定
で
、
ど
ん
ぐ
り
（
ア
ラ
カ

シ
、
ウ
バ
メ
カ
シ
、
マ
テ
バ

シ
イ
）
を
１
０
０
０
本
ほ
ど

植
樹
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局

（
☎
０
９
０
・
７
１
６
４
・

９
７
９
５
）
担
当
・
前
田
氏

ま
で
。

　
奄
美
大
島
雇
用
創
造
協
議

会
は
３
月
５
日
午
後
２
時
か

ら
、
奄
美
市
の
総
合
宴
集
会

場
あ
ま
か
ん
で
「
あ
ま
み
Ｊ

Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア
～
合
同
企
業
説

明
会
＆
面
接
会
」
を
開
く
。

参
加
費
無
料
で
事
前
予
約
制
。

申
し
込
み
は
同
３
日
ま
で
所

定
の
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）
で
受
け
付
け
る
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬
と
管

内
５
市
町
村
（
奄
美
、
龍
郷
、

大
和
、
宇
検
、
瀬
戸
内
）
の

共
催
で
行
う
求
職
者
向
け
の

説
明
会
。
事
業
所
ご
と
に
ブ

ー
ス
を
設
け
、
地
域
企
業
の

魅
力
や
仕
事
内
容
な
ど
を
紹

介
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
協
議

会
（
☎
０
９
９
７
・
５
８
・

８
０
８
３
）
ま
で
。
　

　
８
月
に
創
業

周
年
を
迎

え
る
吉
丸
組
は
、
そ
の
記
念

事
業
と
し
て
鹿
児
島
工
業
高

校
へ
測
量
機
器
な
ど
を
贈
っ

た
。

日
、
鹿
児
島
市

の
同
校
で
贈
呈
式
を

開
催
し
、
吉
丸
貴
明

社
長
や
卒
業
生
で
も

あ
る
吉
丸
泰
生
取
締

役
相
談
役
（
エ
コ
フ

ロ
ン
ト
西
部
代
表
取

締
役
）
ら
が
出
席
。

次
代
の
建
設
業
を
担

う
生
徒
た
ち
の
技
術

向
上
を
願
っ
た
。

　
寄
贈
品
は
、
測
量

機
器
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴

う
足
踏
み
型
等
の
消

毒
器
具
に
か
か
る
資

材
購
入
費
な
ど
。
今

後
、
軟
式
テ
ニ
ス
部
の
倉
庫

も
贈
る
予
定
が
あ
り
、
総
額

は
３
０
０
万
円
相
当
。
測
量

機
器
は
建
設
技
術
系
が
中
心

で
、
校
内

カ
所
に
設
置
し

た
消
毒
器
具
は
電
子
機
械
系

の
生
徒
ら
が
製
作
を
進
め
た

と
い
う
。

　
創
業
者
の
國
夫
氏
と
親
子

２
代
に
わ
た
り
、
同
校
で
学

び
を
深
め
た
吉
丸
相
談
役
。

役
員
、
社
員
に
出
身
者
が
多

い
こ
と
も
経
緯
に
。
式
で
は
、

在
学
中
を
回
想
し
な
が
ら
、

「

周
年
を
迎
え
ら
れ
る
の

も
こ
の
学
び
舎
の
お
か
げ
。

若
い
皆
さ
ん
の
将
来
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
代
表
生
徒

に
測
量
機
器
を
手
渡
し
た
。

　
満
丸
浩
校
長
は
「
感
激
で

い
っ
ぱ
い
。
日
々
、
勉
学
に
努

め
る
生
徒
た
ち
だ
が
、
一
層

研
さ
ん
を
積
む
貴
重
な
機
会

に
な
る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。
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